
市
で
は
、
家
庭
教
育
、
青
少
年
教
育
、
成

人
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
サ
ロ
ン
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

や
子
育
て
中
の
方
々
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

時
／
毎
週
水
曜
日
10
時
～
11
時
45
分

※
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
は
休
み

所
／
中
央
公
民
館
３
階
　
和
室

内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※
参
加
無
料

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
操
作
で
お
悩
み
の
方
へ

中
央
公
民
館
１
階｢

ま
な
び
ね
っ
と
セ
ン

タ
ー｣

で
、｢

エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
の
使
い
方

が
分
か
ら
な
い｣

｢

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
に
つ
い
て
知
り
た
い｣

な
ど
の
悩
み
を
解

決
し
ま
せ
ん
か
？

お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

時
／
毎
週
月
・
火
・
金
曜
日
９
時
～
12
時
、

　
　
13
時
～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

所
／�

中
央
公
民
館
１
階
　
ま
な
び
ね
っ
と
セ

ン
タ
ー

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
で
学
校
支
援
を
！

｢

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い
学
校
応
援
団｣

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
地
域
の
人
が
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
な
り
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
た
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
例

本
の
読
み
聞
か
せ
、
昔
遊
び
の
指
導
、
見

守
り
、
ミ
シ
ン
指
導
補
助
、
教
科
指
導
補
助

あ
な
た
の
知
識
や
技
術
を
地
域
の
生
涯
学
習

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

中
央
公
民
館
で
は
、
薩
摩
川
内
市
生
涯
学

習
人
材
バ
ン
ク｢

す
て
き
び
と｣

の
登
録
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

専
門
知
識
や
特
技
を
生
か
し
て
、
市
内
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
講

習
会
や
実
演
会
の
講
師
・
指
導
員
と
し
て
活

動
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
専
門
分
野
や
特
技
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

●
活
動
対
象
者

  

「
す
て
き
び
と
」
と
は
、
専
門
知
識
や
技
術

を
持
っ
た
人
材
を
掘
り
起
こ
し
、
知
識
や
技

術
を
市
民
の
生
涯
学
習
に
生
か
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
の
指
導
ま
た

は
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

●
登
録
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
中
央
公
民
館

に
備
え
付
け
の｢

す
て
き
び
と
登
録
カ
ー

ド｣

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
分
野（
例
）

音
楽
、
技
師
・
資
格
、
自
然
科
学
、
社
会

科
学
、
生
活
・
趣
味
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
美
術
・
工
芸
・
書
道
、

舞
踊
・
演
芸
、
文
学
・
文
芸
・
語
学
、
育
児
、

子
育
て
　
な
ど

  ｢

す
て
き
び
と｣

の
登
録
者
一
覧
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
社
会
教
育
課（
中
央
公
民
館
内
）

　
　
　
　
大
小
路
町
14-

５

　
　
　
　
（
22
）７
２
５
１

　
　
　
　�

�（
20
）１
３
３
１

▲�すてきびとの
募集と登録者
紹介

▲�子育て
　サロンに
　おいでよ

<参加者の感想>
子育ての喜びを共有し、
悩みは解消できました。

社
会
教
育

社
会
教
育

学
び
い
ろ
い
ろ

学
び
い
ろ
い
ろ
！！

◀�パソコン操作で
悩んだら、すぐ
相談！！

例えば
〇自治会の案内文書の作成
〇�チラシや年賀状、ラベル、名刺な
どの作成
〇インターネット検索
〇�作成した文書や写真などをＵＳＢ
メモリやＳＤカードへ保存、編集

▲�すてきびと登録者の講座の
様子
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　今
回
は
、
有
限
会
社
エ
ム
エ
ル

シ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を｢

深
ボ
リ
！｣

。

取
締
役
女
将
の
石い

し

脇わ
き

り
お
ら
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　昭
和
55
年
に
創
業
し
、
純
和
風

旅
館｢

薩
摩
の
里｣

を
経
営
し
て
い▲取締役女将（中央）と従業員の皆さん

ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

旅
館
で
、
美
人
の
湯
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
ト
ロ
っ
と
し
た
天
然
温
泉

（
ア
ル
カ
リ
性
）が
あ
り
、
日
帰
り

温
泉
と
し
て
、
宿
泊
さ
れ
な
い
お

客
さ
ま
も
利
用
で
き
ま
す
。

思
い
や
り

　私
た
ち
は
お
客
さ
ま
へ
の
思
い

や
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ま
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
配
慮
が
必
要
か
を
み
ん
な
で
考

え
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
は
な
い
か
、
体
の
不
自
由

な
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
か
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
、

旅
館
を
出
発
す
る
と
き
に
は
笑
顔

で
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お

も
て
な
し
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　デ
ジ
タ
ル
技
術
を
持
つ
人
材
を

確
保
し
、
当
旅
館
の
魅
力
や
、
新

た
な
旅
行
プ
ラ
ン
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
と
し
て
当
旅
館
の
宿
泊

パ
ッ
ク
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

｢

薩
摩
の
里｣

の
お
も
て
な
し
が

作
る
空
間
を
、
も
っ
と
多
く
の
皆

さ
ま
に
体
験
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
比

野
温
泉
地
域
内
の
ま
ち
歩
き
や
、

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
で

き
る
仕
組
み
を
作
り
、
地
域
の
魅

力
と
掛
け
合
わ
せ
て
、
旅
館
の
良

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

入社５年目
二
に
ノ
の
方
かた
真
ま
莉
り
弥
や
さん

　フ
ロ
ン
ト
、
客
室
清
掃
、
仲
居

な
ど
、
旅
館
全
般
の
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ま
と
接
す

る
場
面
が
多
く
、
忙
し
い
中
で
も

丁
寧
な
接
客
を
心
掛
け
、
接
客
の

中
で
打
ち
解
け
ら
れ
る
瞬
間
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
最
近

は
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
増
え
て
き
て

い
る
た
め
、
英
語
で
の
接
客
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲客室

▲天然温泉 ｢美人の湯｣

第
65
回

有
限
会
社

エ
ム
エ
ル
シ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

代 表 者：代表取締役　石
いしわきちかふみ

脇親文
所 在 地：樋脇町市比野 4134
従業員数：17人
連 絡 先：（38）1012

有限会社
エムエルシーカンパニー－ Information －

Instagram▶ホームページ▶
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　４月２日（火）、（有）原
はら

田
だ

米
こめ

店
てん

代表取締役原
はら

田
だ

匠
たくみ

氏
が市長を訪問し、第 33 回優良経営食料品小売店等
表彰事業で、農林水産大臣賞を受賞したことを報告
しました。
　これは、特に優秀な経営技術と経営成績を持つ食
料品小売店に贈られるもので、さまざまな種類の米
に合う炊き方を学ぶことができる炊飯体験など｢食｣
にとどまらない取り組みが評
価されました。
　同氏は、「国内外に向けて
お米の魅力を発信していきた
い」と意気込みを語りました。

パリオリンピックでキバレ！ お米マイスターのいるお米店
農林水産大臣賞を受賞　３月 28 日（木）、（公財）日本バスケットボール協

会で、田中市長が、７月に開催されるパリオリンピッ
クに出場するバスケットボール日本代表選手への寄
せ書きを同協会渡

わた

邊
なべ

信
しん

治
じ

事務総長に手渡しました。
　これは、 昨年 10 月に開催された「燃ゆる感動か
ごしま国体」バス
ケットボール競技
会場で、選手や来
場者が寄せ書きを
したものです。
　日本代表チーム
の活躍が期待され
ます。

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

【情報提供：heartful アニマルマルシェ】

　３月 21 日（木）、川内大綱引が国の重要無形民俗
文化財の指定を受け、同日、京都市内で文化庁長官
から川内大綱引保存会の橋

はし

口
ぐち

知
とも

章
あき

会長へ、指定証書
が授与されました。
　また、国指定を祝して、３月 26 日（火）には本庁市
民広場で、大綱太鼓の拍子に合わせて懸垂幕が掲げ
られました。会長は、｢これからも地域社会とともに
伝統文化の継承に貢献していきたい｣と述べました。

　３月 17 日（日）、ℓ
リ ブ ン プ ラ ス

iven ＋で、h
ハ ー ト フ ル

eartful アニマル
マルシェを開催しました。
　保護猫や保護犬などの動物の保護活動を支援した
いという思いで開催し、マルシェの売り上げの一部
は市内で活動する愛
護団体に寄付してい
ます。市内外から雑
貨やカフェなどの出
店があり、あいにく
の天気でしたが、た
くさんの方で賑わい
ました。

　３月 28 日（木）、第 33 回春の全国小学生ドッジボー
ル選手権に出場するドッジボールクラブ可

え

愛
の

赤ずき
んの選手 17 人が表敬訪問しました。
　選手を代表して丸

まる

目
め

悠
ゆう

友
と

キャプテンは、「目標は、
優勝です」と力強く決意を述べました。３月31日（日）
に福岡県で開催された大会では、決勝トーナメント
１回戦で惜しく
も敗退となりま
したが、選手た
ちは全力で戦い
ました。

春の全国大会出場！

「川内大綱引」国の重要無形民俗文化財に指定

　３月 26 日（火）、D
ダ ン ス

ANCE　S
ス タ ジ オ

TUDIO 奏
かなで

の選手 10 人
と指導者の相

あい

川
かわ

亮
りょう

祐
すけ

氏が表敬訪問しました。　
　選手たちは、８月３日（土）・４日（日）に神奈川県
で開催される「全国こどもチャレンジカップ第 17 回
全国大会」にグループの部と個人の部で出場すること
を報告し、全国大会での活躍を誓いました。

全国大会へ向けて

動物（生き物）たちに変わらぬ愛を
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…
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ー
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イ
ベ
ン
ト

薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年
・

川
内
歴
史
資
料
館
開
館
40
周

年
記
念
ト
ピ
ッ
ク
展
示
　
　

｢

薩
摩
川
内
の
城｣

５
月
14
日（
火
）～
令
和
７
年
３
月

30
日（
日
）

川
内
歴
史
資
料
館

清
色
城
跡
国
指
定
20
周
年
に
併
せ

て
、
薩󠄀󠄀
󠄀
󠄀󠄀󠄀󠄀



󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀

介※
入
場
無
料

※
月
曜
日
は
休
館（
月
曜
日
が
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

倫
理
経
営
講
演
会

５
月
20
日（
月
）18
時
～
20
時

▼
受
け
付
け
＝
17
時
30
分
～

川
内
ホ
テ
ル（
鳥
追
町
）

経
営
力
を
磨
く
、
時
代
が
求
め
る

心
の
経
営

（
一
社
）倫
理
研
究
所
　
法
人
局
顧

問
　
長な

が

橋は
し

護ま
も
る

氏

２
０
０
０
円

（
一
社
）倫
理
研
究
所
　
鹿
児
島
県

薩󠄀󠄀
摩
川
内
市
倫
理
法
人
会

（
27
）０
０
８
８

ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
教
室【
要
申
込
】

６
月
５
日
、
12
日
の
各
水
曜
日
９

時
30
分
～
11
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

ワ
イ
ヤ
ー（
針
金
）を
使
用
し
た
壁

掛
け
飾
り
製
作

Ｓス

マ

イ

ル

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｈハ

ウ

ス

ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
　
永な
が

原は
ら

淳じ
ゅ
ん

子こ

氏

18
歳
以
上

先
着
20
人

２
０
０
０
円（
材
料
費
、
２
回
分
）

針
金
を
切
っ
た
り
、
曲
げ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
、
作
品
を
持
ち
帰
る

た
め
の
紙
袋

５
月
28
日（
火
）ま
で

直
接
、
電
話

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

（
27
）８
４
５
５

名
作
シ
ネ
マ
無
料
上
映
会【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

５
月
24
日（
金
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

２
０
２
４
　
　
　
　
　
　
　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
16
日（
日
）14
時
～
16
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
声
楽
、
ピ
ア

ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
合
唱
で
奏
で
る
演

奏
会▼

大
人
＝
１
０
０
０
円

　
▼
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

鹿
児
島
の
ば
ら
会
　
谷た
に

口ぐ
ち

０
８
０（
３
９
４
４
）４
６
７
５

歴
史
講
座
　
　
　
　
　
　
　

｢

八
世
紀
ま
で
の
仏
教
政
策

と
国
分
寺｣

【
要
申
込
】

６
月
９
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

川
内
歴
史
資
料
館

国
分
寺
に
つ
い
て
の
概
要
解
説

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
研
究
員

　
原は

ら

口ぐ
ち

耕こ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏

ど
な
た
で
も
可

先
着
50
人

2
０
０
円

５
月
18
日（
土
）～
６
月
９
日（
日
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

清き
よ

塚づ
か

信し
ん

也や

＆
吉よ
し

田だ

翔し
ょ
う

平へ
い

　
　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ュ

オ 

コ
ン
サ
ー
ト【
要
申
込
】

７
月
28
日（
日
）14
時
30
分
～

※
開
場
は
13
時
30
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

ど
な
た
で
も
可

※�

未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
の
た
め

託
児
有
り

４
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

※
残
席
が
あ
る
場
合
、
４
５
０
０
円

　
で
当
日
券
を
販
売

ピ
ア
ニ
ス
ト
　
清
塚
信
也
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
　
吉
田
翔
平

５
月
18
日（
土
）10
時
～
７
月
21
日

（
日
）　
入
来
文
化
ホ
ー
ル
、
明は

る

屋や

書

店（
中
郷
２
丁
目
）、
薩󠄀󠄀
摩
川
内
市
観

光
物
産
協
会
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

イ
ー
プ
ラ
ス

６
カ
月
～
未
就
学
児（
無
料
）

※
託
児
は
５
月
22
日（
水
）～
７
月
10
日

　（
水
）17
時
ま
で
に

へ
申
し
込
み

薩󠄀󠄀
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り

公
社
総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

川
内
歴
史
資
料
館
体
験
教
室

｢

般
若
心
経
を
書
き
ま
し
ょ
う｣

６
月
６
日
、
13
日
、
20
日
の
各
木

曜
日
９
時
30
分
～
11
時
30
分

川
内
歴
史
資
料
館

｢

書
く｣

こ
と
に
特
化
し
た
教
室

３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

先
着
15
人

5
０
０
円（
初
回
の
み
）

筆
記
用
具（
筆
ペ
ン
、
鉛
筆
な
ど

自
分
が
書
き
や
す
い
も
の
）

５
月
25
日（
土
）～
６
月
５
日（
水
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

時 タイトル 出　演

6/15(土)
10：00 ～
11：46

泥棒成金
2014デジタル
リマスター版
（S30年/字幕）

ケイリー・グラン
ト、グレイス・ケ
リー　他

6/16(日)
10：00 ～
11：45

危険な関係
（S34年）

ジェラール・フィ
リップ、ジャンヌ・
モロー　他

※開場は上映開始30分前～
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▲市

▲市比野
　福祉会

全
国
戦
没
者
追
悼
式

８
月
15
日（
木
）

日
本
武
道
館（
東
京
都
）

戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

族※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
選
考

※
過
去
に
参
列
し
て
い
な
い
方
優
先

※｢

次
世
代
へ
の
継
承｣

と
い
う
観
点

　
で﹁
18
歳
未
満
の
遺
族
﹂も
募
集

全
額
自
己
負
担（
た
だ
し
、
遺
族

は
一
部
助
成
有
）

５
月
31
日（
金
）ま
で

本
庁
２
階
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局
の
窓
口
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
直
接

本
庁
社
会
福
祉
課
企
画
総
務

Ｇ（

２
７
２
２
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

創
業
ス
ク
ー
ル
受
講
生

６
月
16
日
～
７
月
14
日
の
各
日
曜

日（
全
５
回
）９
時
～
16
時

※
初
日
、
最
終
日
に
交
流
会
有
り

川
内
商
工
会
議
所

経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
会
計
、

財
務
、
人
材
育
成
、
資
金
調
達
な
ど

を
通
し
た
創
業
時
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創
業
か

ら
５
年
未
満
の
方

先
着
35
人

▼�

市
内
居
住
者
＝
１
万
５
０
０

０
円

　
▼
市
外
居
住
者
＝
２
万
円

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
年
齢
を
明
記
の
上
、

直
接
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話

川
内
商
工
会
議
所

（
22
）２
２
６
７

��

（
22
）２
２
６
9

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼
川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
戸
川
、
今���

　
村
、
陽
成
上
、
東
上
川
内
、
宮
里

　
城
、
宮
下
市
営
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
平

　
佐
市
営
、
横
馬
場
市
営

▼
樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
向
湯

　
第
１
、
下
之
湯

▼
入
来
地
域
＝
愛
宕
、
芝
町
、
八
風
、

　
立
山
一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
里
、
フ
レ
グ

　
ラ
ン
ス
紅
梅

▼
祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

　
石
、
早
馬
、
会
田
一
般
、
黒
木
特

　
公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田

▼
下
甑
地
域
＝
大
瀬

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田
、
松
崎

５
月
23
日（
木
）必
着

市�
�

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

５
月
28
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
５
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は�

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
詳
し
く
は
市�

�

に
掲
載
お
よ
び�

　

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案

　
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼
川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

　
宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼
甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

　�

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
超
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
地
域
の
支
え
合
い
活
動（
健
康

づ
く
り
や
友
愛
活
動
）を
行
い
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
介
護
予
防
事
業

や
地
域
支
援
事
業
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

※
お
お
む
ね
60
歳
か
ら
加
入
で
き
ま

　�

す
。（
60
歳
未
満
の
方
も
加
入
可
）

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
22
）２
７
３
１

体
力
テ
ス
ト
参
加
者

新
体
力
テ
ス
ト
①

▼
６
月
29
日（
土
）18
時
～
20
時

　
▼
６
月
30
日（
日
）９
時
30
分
～
11

　
　
時
30
分

20
歳
～
64
歳
で
医
師
に
よ
る
制
限

の
な
い
方

新
体
力
テ
ス
ト
②

▼
６
月
17
日（
月
）９
時
30
分
～
11

　
　�

時
30
分

　
▼
６
月
29
日（
土
）14
時
～
16
時

65
歳
～
79
歳
で
医
師
に
よ
る
制
限

の
な
い
方

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体

前
屈
、
立
ち
幅
跳
び
、
反
復
横
跳
び
、

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
開
眼
片
足
立
ち
、

障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行

※
年
齢
に
よ
っ
て
測
定
内
容
が
異
な

　
り
ま
す
。

※
参
加
無
料

６
月
４
日（
火
）～

直
接
、
電
話

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01�

�

０
７
０（
５
４
８
７
）７
１
０
５

介
護
職
員
初
任
者
研
修（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）受
講
者

６
月
11
日（
火
）～
８
月
23
日（
金
）

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
　
風ふ

音お
ん

交
流
セ
ン
タ
ー（
田
崎
町
）

介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
や

こ
れ
か
ら
介
護
現
場
で
働
き
た
い
方

ま
た
は
無
資
格
で
、
既
に
介
護
現
場

で
働
い
て
い
る
方
な
ど

※
経
験
・
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

５
月
24
日（
金
）必
着

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
比
野
福
祉
会�

�

上
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、�

フ
ァ
ク
ス

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
翠す
い

泉せ
ん

苑�（
38
）１
５
１
５

��

（
38
）１
６
８
８

は
じ
め
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

６
月
10
日
～
８
月
26
日
各
月
曜
日

（
全
10
回
）19
時
～
20
時
30
分

※
７
月
15
日
、
８
月
12
日
は
休
み

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
初
心
者
向

け
に
マ
シ
ン
を
使
用
し
た
基
本
的
な

運
動
を
行
う
教
室

高
校
生
以
上
で
医
師
に
よ
る
運
動

制
限
の
な
い
方

▲申込
　フォーム

182024.5.10 広報

▲市

先
着
15
人

※
参
加
無
料

５
月
14
日（
火
）～

直
接
、
電
話

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01

�

０
７
０（
５
４
８
７
）７
１
０
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
者

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
企

業
、
家
庭
、
官
公
庁
な
ど
か
ら
仕
事

を
受
注
し
、
会
員
で
あ
る
高
齢
者
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
お
よ
び
高
齢
者
の
社
会
参
加
に

よ
る
生
き
が
い
の
充
実
、
ひ
い
て
は

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

市
内
に
居
住
す
る
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
す
る
方

※
入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
説
明
会

　
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
川
内
・
樋
脇
・
東
郷
地
域

　
　
　
（
20
）５
８
１
９

　
　
▼
入
来
・
祁
答
院
地
域

　
　
　
（
44
）３
７
８
０

　
　
▼
甑
島
区
域

　
　
　

０
９
９
６
９（
２
）１
１
８
５

特
設
人
権
相
談
所
開
設

６
月
５
日（
水
）10
時
～
15
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
、
樋
脇
保

健
セ
ン
タ
ー
、
入
来
支
所
、
東
郷
公

民
館
、
祁
答
院
保
健
セ
ン
タ
ー
、
里

公
民
館
、
鹿
島
公
民
館

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
と

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

　
ま
す
。

▼
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
　
（
22
）２
３
０
０

　
▼
本
庁
市
民
課
企
画
総
務
Ｇ（

　
　
２
５
６
３
）

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
駆
除
し
ま
し
ょ
う

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
別
名｢

特

攻
花｣

と
も
呼
ば
れ
、
５
月
か
ら
７

月
頃
に
か
け
て
鮮
や
か
な
黄
色
の
花

を
つ
け
る
コ
ス
モ
ス
に
似
た
植
物
で

す
。
こ
の
花
は
外
来
生
物
法
に
基
づ

く
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
生
き
た
ま
ま
移
動
さ
せ
る
、
保

管
す
る
な
ど
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
駆
除
方
法
な
ど
は
市
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

本
庁
環
境
課
生
活
環
境
Ｇ(

４

３
３
１)

川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館
臨
時
休
館

　
川
内
歴
史
資
料
館
、
川
内
ま
ご
こ

ろ
文
学
館
は
、
管
内
の
害
虫
駆
除
・

予
防
の
た
め
、
５
月
28
日（
火
）は
臨

時
休
館
し
ま
す
。

▼
川
内
歴
史
資
料
館

　
　
（
20
）２
３
４
４

　
▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　
　
（
25
）５
５
８
０

河
川
愛
護
月
間

５
月
21
日（
火
）～
６
月
20
日（
木
）

は｢

河
川
愛
護
月
間｣

で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

河
川
愛
護
意
識
の
普
及
・
啓
発
を
行

い
、
河
川
美
化
の
気
運
を
高
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
皆
さ
ま
の
自
主
的

な
河
川
愛
護
作
業
の
実
施
な
ど
、
河

川
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・

創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
可
能
な
範
囲
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ（

３
３
２
３
）、
各
支
所
、
甑
島
振
興
局

全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
イ
ー
ク

　
５
月
30
日（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）～
６

月
５
日（
環
境
の
日
）ま
で
は
、
ご
み

不
法
投
棄
監
視
ウ
イ
ー
ク
で
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
、
重
点
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
、
悪
質
な
不
法
投

棄
は
、
薩
摩
川
内
警
察
署
に
情
報
を

提
供
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
不
法
投

棄
の
撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
庁
環
境
課
廃
棄
物
政
策
Ｇ（

４
３
４
２
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
頂
き
ま

し
た
企
業
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行
　

■
ジ
モ
ト
就
職
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
株
式
会
社
ア
ル
ナ

■
も
う
１
人
子
ど
も
を
持
ち
た
い
夢

　
叶
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
株
式
会
社
ヨ
シ
ケ
イ
鹿
児
島

・
協
同
組
合
鹿
児
島
み
ら
い
研
究
所

・
株
式
会
社
南
給

■
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
挑
戦
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
鹿
児
島
菅
公
学
生
服
株
式
会
社
　

■
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
整
備
事
業

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

・
興
南
プ
ラ
ン
ト
工
業
株
式
会
社

・
千
代
田
計
装
株
式
会
社

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
へ
Ｅ
Ｖ
椅

　
子（
防
災
対
応
）寄
贈

・
株
式
会
社
リ
プ
ラ
ス
工
房
　

代
表
取
締
役

　土つ
ち

屋や

公こ
う

星せ
い

■
中
央
図
書
館
へ
木
製
ベ
ン
チ
寄
贈�

・
有
限
会
社
田
中
林
業

　
代
表
取
締
役

　田た

中な
か

浩ひ
ろ

徳の
り

■
向
田
公
園
へ
樹
木
寄
贈

・
川
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長

　植う
え

村む
ら

一は
じ
め

■
城
上
小
学
校
へ
図
書
寄
贈

加か

藤と
う

リ
ツ
子こ

■
平
佐
西
小
学
校
へ
教
育
振
興
の
た

　
め
の
物
品
購
入
資
金
寄
附

・
一
般
財
団
法
人
寺
山
維
持
会

■
隈
之
城
小
学
校
、
川
内
中
央
中
学

　
校
へ
楽
器
寄
贈

・
田
苑
酒
造
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長本ほ

ん

坊ぼ
う

正ま
さ

文ふ
み

※
令
和
５
年
12
月
～
令
和
６
年
３
月

　
寄
附
・
寄
贈
分

相
談

お
知
ら
せ
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川
内
地
域

（
出
生
児
）

松
尾

　
　咲さ

く
ら来

太
田

　
　侑ゆ

う

大
久
保

　慧え

な和

濵
田

　
　隼は

や
と斗

杉
安

　
　一い

ち

華か

慶
田

　
　紬つ

む
ぎ

木
附

　
　永え

な梛

園
川

　
　純じ

ゅ
ん

菜な

入
部

　
　李り

と飛

前
田

　
　希き

い依

福
永

　
　ひ
な
た

川
畑

　
　壱い

っ
せ
い誠

池
山

　
　紬つ

む
ぎ

木
村

　
　朔さ

く

小
城

　
　咲え

な七

山
﨑

　
　汐ゆ

の乃

𠩤𠩤
𠩤

　
　紗さ

な奈

山
添

　
　春は

る

華か

古
川

　
　珠す

い唯

永
田

　
　実み

の
り愛

田
畑

　
　斗と

き稀

田
畑

　
　斗と

わ翔

末
永

　
　風ふ

う

莉り

淵
之
上

　陽は
る

人と

福
山

　
　紗さ

の乃

川
原

　
　彰あ

き

人と

堀
之
内

　ひ
ま

小
川

　
　陽ひ

な

の

菜
乃

外
島

　
　璃り

ひ
と人

樋
脇
地
域

吉
永

　
　結ゆ

づ
き槻

（
年
齢
）

【
90
】

【
93
】

【
93
】

【
49
】

【
85
】

【
95
】

【
84
】

【
52
】

【
92
】

【
90
】

【
93
】

【
88
】

【
87
】

【
95
】

西
開
聞

宮
里

宮
里

山
之
口

尾
白
江

青
山

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

天
辰

中
村

（
保
護
者
）

【
佳
樹
】

【
泰
輔
】

【
愛
姫
】

【
章
斗
】

【
健
】

【
大
】

【
直
文
】

【
敏
史
】

【
か
の
ん
】

【
洋
介
】

【
幹
也
】

【
将
史
】

【
夏
美
】

【
文
哉
】

宮
里

宮
崎

宮
崎

勝
目

矢
倉

隈
之
城

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

白
和

天
辰

天
辰

【
理
紗
】

【
心
介
】

【
健
太
】

【
あ
ゆ
み
】

斧
渕

藺
牟
田

上
手

手
打

【
雄
一
】

【
瞳
哉
】

【
恵
利
奈
】

【
重
信
】

【
貴
大
】

【
沙
耶
】

【
剛
】

【
剛
】

【
慎
吾
】

【
佑
樹
】

【
潤
】

【
章
平
】

【
啓
人
】

【
裕
志
】

【
航
介
】

【
大
雅
】

天
辰

天
辰

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

五
代

五
代

五
代

中
郷

百
次

永
利

永
利

西
方

中
郷
一
丁
目

市
比
野

３
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 5月24日（金） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

川
内
地
域

（
氏
　名
）

有
村

　
　チ
リ
子

田
島

　
　安
夫

井
上

　
　一
充

熊
谷

　
　正
博

原
田

　
　昌
左
子

前
原

　
　富
子

岩
榮

　
　郁
子

福
永

　
　一
隆

榎
田

　
　満
喜
榮

永
山

　
　良
子

髙
柳

　
　ヨ
シ
子

野
元

　
　文
子

小
原

　
　新
一

小
𠩤𠩤

　
　福
夫

東
郷
地
域

上
園

　
　陽は

る

久く

祁
答
院
地
域

𦚰𦚰

　
　
　の
の
か

小
田
原

　煌こ
う

河が

下
甑
地
域

山
下

　
　百と

き喜

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（4月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/3/31）

区　分 件　数
交通事故 50 件（前年比 − 2 件）
死　　者 0 件（前年比±   0 件）
負 傷 者 53 件（前年比 − 1 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/3/31）

区　分 件　数
火　災 5 件（前年比 −     7 件）
救　急 1,196 件（前年比 −     7 件）
救　助 11 件（前年比 ＋    9 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（5月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
軽自動車税全期 5月31日（金）

■総人口 90,994人（ー367人）
　男　性 44,257人（ー161人）
　女　性 46,737人（ー206人）
■世帯数 46,476世帯（＋ 42世帯）

　今回の写真は、平成 23 年５月に藺牟田池で
開催された全国トンボ市民サミット薩摩川内大
会の様子です。全国各地から延べ 500 人が参加
しました。藺牟田池は平成 17 年 11 月のラムサー
ル条約登録から令和７年で 20 年となります。
現在も祁答院地域のシンボルとして貴重な生態
系や豊かな自然を市民一体となって守り、多く
の観光客などでにぎわっています。

九州で初めてラムサール
条約に登録されたのは、
藺牟田池なんだつん

▲広報薩摩川内No.160より

�vol. ５

３
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

202024.5.10 広報

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2024.5月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所・氏名・年齢・連絡先・
ペンネームを明記の上、はがき・封書・メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和６年
5月28日（火）消印有効

締 

切

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

池
田

　
　ル
ミ

濵
田

　
　力
男

入
来
地
域

西
俣

　
　敦
士

東
郷
地
域

福
田

　
　ム
ツ

内
田

　
　健
作

田
中

　
　リ
キ

中
山

　
　祐
雄

上
園

　
　ヒ
ロ
子

宍
野

　
　ナ
ミ
子

祁
答
院
地
域

湯
之
上

　モ
ト

【
71
】

【
97
】

【
83
】

【
41
】

【
94
】

【
50
】

【
91
】

【
72
】

【
87
】

【
88
】

【
87
】

【
93
】

【
54
】

【
87
】

【
95
】

【
68
】

大
小
路

大
小
路

国
分
寺

御
陵
下

宮
内

五
代

田
崎

水
引

水
引

網
津

百
次

百
次

高
江

田
海

田
海

高
城

【
87
】

【
92
】

【
101
】

【
92
】

【
80
】

【
97
】

【
92
】

【
84
】

【
92
】

【
100
】

塔
之
原

塔
之
原

副
田

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

鳥
丸

藤
川

藺
牟
田

【
77
】

【
90
】

【
92
】

【
99
】

【
74
】

【
62
】

【
81
】

【
99
】

【
86
】

【
95
】

【
96
】

【
91
】

【
93
】

【
85
】

陽
成

陽
成

城
上

湯
田

中
郷
三
丁
目

中
郷
三
丁
目

市
比
野

市
比
野

市
比
野

市
比
野

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

【
85
】

【
98
】

【
90
】

【
94
】

【
86
】

【
95
】

【
90
】

【
90
】

【
93
】

【
94
】

【
54
】

【
76
】

上
手

黒
木

下
手

下
手

下
手

里中
甑

中
甑

手
打

手
打

片
野
浦

青
瀬

柚
木

　
　和
憲

久
保

　
　チ
ズ
子

戸
島

　
　正
明

嶋
﨑

　
　ミ
ツ
コ

川
畑

　
　勝

星
原

　
　百
合
子

樋
脇
地
域

田
中

　
　孝
雄

光
桑
野

　力

山
下

　
　ト
キ
子

宮
内

　
　篤
夫

坂
口

　
　ト
シ

加
治
屋

　悟

馬
渡

　
　チ
ヅ
子

井
上

　
　博
治

市
來

　
　福
惠

内
田

　
　米
幸

森
山

　
　ミ
ヱ
子

轟
木

　
　具
視

米
増

　
　喜
昭

里
地
域

塩
田

　
　ヱ
ミ
子

上
甑
地
域

𠮷𠮷
𠮷

　
　登
喜

蔵
元

　
　欽
一
郎

下
甑
地
域

長
濵

　
　秀
正

川
畑

　
　泉

中
野

　
　陵
子

下
江

　
　好
房

馬
堀

　
　は
る
江

寺
𦚰𦚰

　
　信
子

畑
田

　
　マ
リ
子

久
保
薗

　真
美

的
場

　
　一
久

濵
口

　
　裕
之

濱
本

　
　一
則

原
田

　
　ふ
さ
子

中
原

　
　エ
ミ
子

濵
田

　
　重
實

市
川

　
　末
治

鶴
田

　
　喜
代
子

瀬
戸
口

　賢
一

丸
目

　
　孝
志

藥
師
寺

　清
子

林

　
　
　宗
久
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 ５月 28 日（火）消印有効【締切】 ５月 28 日（火）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
｢くつろぎ茶屋　あかね雲｣のお食事券1000円分を５人に
プレゼント。 
　昨年２月に湯島町にオープンした古民家カフェ。店内は
広々とした和室で、ゆっくりとした時間を過ごすことがで
きます。日替わりのおかずと味噌汁などがついた「あかね雲
のお昼ごはん」やナポリタン、サンドウィッチなどのお食事
の他、桑の葉茶のシフォンケーキやコーヒーなどのカフェ
メニューも楽しめます。ぜひ心落ち着くひとときをお楽し
みください。

くつろぎ茶屋　あかね雲
住  湯島町 2591
営  10:00 ～ 16:00
休  毎週月、火曜日（不定休有り）

   090（7565）2724

薩摩川内
水引 IC
薩摩川内
水引 IC

草道駅草道駅
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川内川
●●

●●

南方神社南方神社 至宮内町→

至宮内町→

甲冑工房 丸武甲冑工房 丸武
くつろぎ茶屋
あかね雲

▲Instagram

▲あかね雲のお昼ごはん

花
に
癒
や
さ
れ
て

　
今
年
は
暖
か
か
っ
た
せ
い
か
、
花
が
早
く

咲
き
ま
し
た
。
庭
や
畑
は
苗
交
換
し
た
花
木

や
花
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
花
の
季
節
に
な
る

と
、
頂
い
た
方
の
顔
や
亡
く
な
っ
た
方
を
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遊
び
に
訪
問
し

た
と
き
、
大
事
に
育
て
て
い
る
花
木
や
花
の

苗
を
見
る
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
心
が

沈
ん
だ
と
き
に
花
で
癒
や
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
の
で
、
大
事
に
育
て
て
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

え
み
ち
ゃ
ん（
65
歳
）

感
謝

　
我
が
家
の
３
番
目
の
子
は
、
自
閉
症
と
多

動
症
を
持
っ
て
い
ま
す
。
２
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
の
と
き
に
、
保
育
園
へ
見
回
り
に
来
て

い
た
療
育
の
先
生
に
息
子
の
特
性
を
見
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
め
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
、
先
生
に
は
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
昨
年
、
保
育
園
の
お
遊
戯
会
で
日
本
舞
踊

を
踊
り
ま
し
た
。
正
直
、
息
子
は
ほ
と
ん
ど

で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
療

育
に
週
３
回
も
通
う
た
め
、
練
習
も
ほ
と
ん

ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
周
り
の
友
達
よ
り

精
神
面
や
行
動
も
幼
い
の
で
、
諦
め
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
音
楽
が
鳴
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
床

に
手
を
付
き
、
ゆ
っ
く
り
頭
を
上
げ
、
友
達

と
同
じ
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
踊
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
さ
と
感
動
の
あ
ま
り
、

涙
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
い
つ
も
保
育
園
の
写
真
を
撮
っ
て

く
だ
さ
る
先
生
の「
よ
く
踊
れ
て
い
ま
し
た

ね
」の
一
言
で
大
号
泣
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
た
く
さ
ん
の
愛
情

で
こ
ん
な
に
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
る（
41
歳
）

60
歳
過
ぎ
て
も
現
役
だ
ろ
う

　
昨
年
、
や
っ
と
末
っ
子
が
就
職
し
た
と

思
っ
た
ら
、
長
女
が
妊
娠
し
て
４
月
に
は
初

孫
に
恵
ま
れ
ま
す
。
こ
ん
な
に
幸
せ
で
い
い

の
か
し
ら
。
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
花
開
く
の

ね
。
か
な
り
脳
内
お
花
畑
で
す
。
ま
だ
ま
だ

働
い
て
、
孫
の
た
め
に
元
気
で
明
る
く
生
き

よ
う
と
思
い
ま
す
。「
笑
う
門
に
は
福
来
た

る
」で
す
よ
ね
。

山
ち
ゃ
ん（
59
歳
）

健
や
か
に
の
　  

　
　
　
　
　
　

願
い
を
込
め
て

ま
る
ち
ゃ
ん（
21
歳
）
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広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

祁 答院地域で統合された４小学校の１つである大軣小
学校は私の母校です。当時は、母校が閉校するなんて

思ってもいませんでした。閉校の決定を聞いたときは全く実
感が湧きませんでしたが、閉校式に出席したときにやっと実
感が湧きました。
　そして今回、キジカケルに同行し、一緒に祁答院小学校に
行ってきました。校舎に入り、大軣小学校で６年間過ごした
頃を思い出しつつ、時代の流れを感じるところもありました。
それは、パソコン室がなくなっていたこと。今はタブレット
を使った授業を行っているので、パソコンを使うことがなく
なったそうです。そのパソコン室は改装され、６年生の教室
として使われていました。
　これから新しく生まれ変わった祁答院小学校を、卒業生の
１人として見守っていきたいと思います。　　　　　（田原）

　今月の表紙は、先月祁答院地域の４小学校が統合し開校した、
祁答院小学校の初めての入学式での１枚。在校生や保護者、地域
の方に迎えられ、担任の先生を先頭に、９人の新１年生が入場
しました。式辞では校長から、｢あいさつをしっかりすることと、
仲良くすることを約束しましょう。一日も早く学校に慣れ、祁答
院小学校を大好きになってほしい｣と新１年生へメッセージが送
られました。
　入学式の前には開校式が挙行されました。市長から校長と児童
代表の２人に校章が刻まれた校旗が手渡され、新しい歴史が始ま
る瞬間に立ち会うことができました。
　祁答院地域の歴史は、これから 108 人の児童に受け継がれ、
重なりながら、新たな歴史も刻まれていくことでしょう。

◎今月の表紙

Ｐ２
Ｐ４
Ｐ５

Ｐ６
Ｐ10
Ｐ11
Ｐ12
Ｐ13
Ｐ14
Ｐ15
Ｐ16 
Ｐ17
Ｐ20
Ｐ22

キジカケル突撃レポート！
人のとなりに
市公式LINEから市内の道路などの浸水状況の通知を受信できます
／市長と振り返る薩摩川内市誕生20周年 
令和６年度当初予算の概要
行こうよ！図書館へ
こども家庭センターを設置しました
５月17日は高血圧の日～家庭で血圧を測りましょう！～
かごネット
学びいろいろ！社会教育
深ボリ！企業のチカラ
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば
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